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Fig．6　Principal　unstable　region　of　out－of－plane　vibrations　of　3　cable　with　k
　　　　＝30and　9θ＝・0。　under　decreasing　frequency＝1st　in－plane　mode　and
　　　lst　out－of－plane　mode．
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F童g．7　Secondary　unstable　region、of　out－of－plane　vibrations　of　a　cable　with
　　　k＝30and　θ＝OQ　under　increasing　frequency：lst童n－plane　mode
　　　and　lst　out－of－plane　mode。
131 面内加振を受けるケーブルの面外分岐応答
まる．したがって，振幅のジャンプ現象によって現れ
る応答が異なることを考慮して，不安定領域を2つの
部分に分けてある．図のように，あ＝2．0付近に生じ
る主不安定領域の領域が広いことがわかる．また，
由＝1．0付近の副不安定領域は狭い．
　次に，面内1次，面外3次振動の水平ケーブルの剛
不安定領域をFig．8，　Fig．9に示す．　F量9・8が加振振
動数を上昇させた場合に，Fig．9が減少させた場合に
対応する．Fig．8において減衰力を無視した場合，不
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ安定領域の上限は定まらないが，減衰力を考慮した場
合，有限な大きさとなる．Fig．9の加振振動数を減少
させた場合には，減衰力の影響は少ない．文献7）に示
したよう1こ，ケ∴ブルの非線形項は，γ＝0．1付近で
最も大きい．面外不安定領域は面内の応答山線の傾き
が大きいほど広くなるので，ケーブルに現れる画外不
安定領域はγ；0．1のサグ比が最も広いことが予想さ
れる．
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Fig．8　Secondary　hnstable　region　of　out－of－pla耳e　vibrations　of　3　cable　with
　　　’k＝30andθ＝0。　under　increasing　frequehcy二1st　in－plane　mode　and
　　　3rd　out－of－plane　mode．
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Fig．9　Secondary　unstable　region　of　out－ofplane　vibrations　of　a　cableζwith
　　　k＝30andθ＝・0。　under　decreasing　frequency：1shn－plane　mode　and
　　　3rd　outっf－plane　mode．
高橋和雄・白石隆俊・小西保則
4．まとめ
　本研究は，減衰力を考慮したケーブルの面外分岐応
答解析を行ったものである．得られた結果を要約する
と次のとおりである．
（1）減衰力の存在は面内振動の共振振動を有限の大き
　さにし，面外不安定領域を狭くする効果をもつ．
（2）面内の減衰力を考慮すると，共振点の振幅が定ま
　るために，減衰力を無視したときに定まらなかった
　不安定領域の上限が確定する．
（3）面外不安定領域は面外と面内の固有振動形が似て
　いるとき，広くなる．
　本研究の数値解析にあたっては，本学の情報処理セ
ンターの電子計算機FACOM　M180AD／Hを使用し
たことを付記する．
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